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オニヒトデ発生状況
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オニヒトデ発生状況 ２００９
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オニヒトデ発生状況 ２０１０
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オニヒトデ発生状況 ２０１１
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オニヒトデ発生状況 ２０１２
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平成２５年度オニヒトデ駆除事業対象地

鳩間島周辺

インダビシ

ユイサーグチ

カナラグチ

ケングチ

竹富北

ヨナラ水道

沖縄県事業

環境省事業

バラス・中野沖
・鳩間島周辺

米原

大崎

トーシングチ

石垣市（水産課）事業
石垣市（環境課）

名蔵湾

浜島東

マサーグチ
カヤマ周辺
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環境省の再生事業
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有性生殖法によるサンゴ群集移植

サンゴ種苗の移植

H25年度 6,000‐10,000個移植予定

H24年度 4,396個

(H17‐24年度計：約28,000個)

移植個所

サンゴ種苗の着床（初夏の一斉産卵期）

・育成（海中で約1年半）

H25年度 30,096個の着床具設置

H24年度 43,776個

（H16‐25年度計：約525,000個）
着床具

設置個所
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＜採苗率 ：（移植数）÷（着床具設置数）＞
H16年度からの全体の採苗率は５．７％程度だが、
H24年度は20.5%（H25年度も同程度と推定）

⇒近年採苗率は上昇している。

＜移植後の生残＞
2～5年後のモニタリングで40~20％生残
（幼生からの移植であるため、自然条件下でも生残減少は免れない）
直径は移植後4年（着床後5年）150mm程度になり
産卵する群体も見られた。

⇒H25年5月にも、 H18,H20,H21年に移植した群体の産卵を確認。

有性生殖法によるサンゴ群集移植事業の成果
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＜スリック採取・水槽での種苗育成＞

・H22年度から実施（現在4年目）
・H25年度は、2,736個の着床具を水槽内に設置。
（移植は今年2月に実施予定。）

・幼生の着床率は42～84％と変動
⇒海中での着床よりは高い値だが、着床具の
下処理や死卵による水質悪化対策等について
改良の余地あり。

・海中に移設後の生残率が低い。
（移設後約4か月で、着床した群体のうち20‐40%程度が残存(H24)。）
⇒現在は着床後３か月程度で海中に移設し

他の着床具と合わせて育成しているが、一部の株で水槽育成期間を延ばす
実験も実施中。

サンゴ群集修復の新たな試み（１）
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サンゴ群集修復の新たな試み（２）礁池内でのサンゴ群集再生

竹富南航路浚渫に伴う

サンゴ群集移設

石垣港湾事務所と共同で実施

H25年度: 約300㎡移設

⇒後ほど、石垣港湾事務所より

詳しく説明いただきます。

礁池における

サンゴ礫固定（予定）

ネットで海底の礫を固定し

サンゴ幼生の定着を促進させる

⇒平成22年度からの実験で、群体増
加等の一定の効果が見られたため、

規模を拡大し実施予定。

（予定地：ウラビシ、ミルキーウェイ）


